
平成２９年３月２６日 

 

『平成２９年度 指導部の目標とビーチバレーボールの重点指導項目』 
ＪＶＡ国内事業本部 審判規則委員会 指導部 

 

１ 目 標 
 

（１）審判員は、公平な立場で試合を運営し、ルールを正確に適用して、ビーチバレーボ

ールの魅力を十分に引き出せるようなゲームマネージメントを行う。 

（２）審判員は、メンタル面の強化を図り試合全体をコントロールできるように他の役員

と協力してスムーズな試合運営を行う。 

（３）審判員は、選手・チームスタッフから信頼されるように審判技術の向上を目指し、

日々の審判技術の研鑽に努める。 

 

２ 重点指導項目 
 

【主 審】 

 
Ⅰ 権限と責務 

（１） 権限について（規則２２．２．1） 

主審は、試合開始から終了までを主宰し、その試合の審判団と両チームメンバーに 

対して最高の権限を持つ。 

（２） 不法な行為について（規則２０） 

  ① 選手・チームスタッフの試合中の不法行為について毅然とした態度でルールを適用 

する。 

② 上記に関わる不法行為について理解する。 

 

Ⅱ 判定について 

（１） サービス許可のホイッスルのタイミングについて 

ラリー終了 12 秒後に，サービス許可のホイッスルができるよう、両チームが遅延な

く準備をするよう促す。 

① ラリー終了 12 秒後にサーバーがボールを保持していても，レシービングチーム

が次のプレーの準備ができていない場合は，サービス許可のホイッスルをしてはな

らない。 

② サーバーによる遅延（サービスゾーンの砂をならしたり、ボールを受け取らない

等）を防ぐ。 

（２） 試合の遅延  

選手のどの行為が遅延の対象となるかを理解し適用する。 

① コートスイッチのとき 

② 選手がラインを直すとき 

③ セット開始前、ＴＯ・ＴＴＯ終了時 

④ 選手がサングラスや身体などについた砂を落とすとき 
（３） ハンドリング基準の確立 

① 指を用いたオーバーハンドのセットアップ 
② チームの第１回目の接触プレー 
③ ハードドリブン（強打）ではないオーバーハンドレシーブ 



（４） 各プロトコールについて理解する。（ボールマーク・プロテスト・インジュリー） 

（５） コーチングのルールについて、国民体育大会の適用の仕方の違いを理解する。 

国民体育大会においては、監督のタイムアウトの要求や、コートスイッチ等による

ゲームの遅延等のベンチコントロールが必要となる。 

 

【副 審】 
 

Ⅰ 権限と責務 

（１） 権限について（規則２３） 

副審は，主審の補佐であるが，自身の責務範囲を持っている。副審は，自分の権限 

以外の反則でも，ホイッスルをせずに合図することができる。しかし，主審に対し 

てこれを強要することはできない。 

 

Ⅱ 判定について 

（１）試合の遅延 

選手のどの行為が遅延の対象となるかを理解し、積極的に動いて主審の補佐をする。 

（１） ネットへの接触・ネット近くの選手の反則 

① タッチネットの判定 

② アンテナ付近の判定 

③ 許容空間外側のボール通過の判定 

④ 上記に関わるプレーに対する妨害の判定 

（２） 不当な要求は拒否し、記録員に記録用紙に記入するよう伝える。 

（３） コーチングのルールについて、国民体育大会の適用の仕方の違いを理解する。 

① 国民体育大会においては、監督のタイムアウトの要求や、コートスイッチ等による

ゲームの遅延等のベンチコントロールが必要となる。 

 

 

Ⅱ 試合中断の手続きについて 

（１）コートスイッチ 

   コートスイッチの手順及び取扱いを十分理解し、スムーズに行えるようにする。 

（２）タイムアウト、テクニカルタイムアウト 

  ① 両チームには、１セットにつき１回のタイムアウトが認められる。時間は 30 秒

間で、短縮はできない。 

○タイムアウトの開始は、ハンドシグナルが明確に示され、両チームともにそのシ

グナルを確認した時からであり、最後の競技者がコートを離れた時からではない

。 

○チームメンバーはベンチに戻らなければならない。 

○通常の状況下で、タイムアウトやコートスイッチの手順は、以下のとおり。 

・コートを離れるための 15 秒 

・ベンチに下がってからの実質上の 30秒 

・副審は、45秒でホイッスルして、コートへ戻るように指示する。 

・コートへ戻り、次のプレーへの準備のための 15秒 

・経過時間の総合計は、１分間を超えてはならない。 

・レーカーが入る場合にはその動きもコントロールする。 

②  タイムアウトの要求は、キャプテンのみ要求できる。 

(ア)ＴＴＯは、「テクニカルタイムアウト」と口頭で告げられ、タイムアウトと同じ

手順で行われる。ＴＴＯ終了のホイッスル後、コートスイッチの合図（ハンドシ

グナルで示す）をする。 



 

【記録員】 
規則２４．２責務を十分理解し、自身の責務を遂行する。 

 

（１）サービス順の確認、得点の確認をしながら、正確に記録をつける。疑わしいときは試

合を止め、アシスタントスコアラー等に確認をしてミスの無いようにする。 

（２）コートスイッチとそれぞれのセット終了を主審と副審に知らせる。 

（３）すべての罰則と不当な要求を記録する。 

（４）最終結果（RESULTS）の集計を素早く行う。（例：セット毎にメモ用紙に集計して

いく） 

（５）記載ミスをした場合は鉛筆で当該箇所を○で囲んで表示をする。（２重線で消さな

いこと）最終確認のときに主審が修正する。 

 

【アシスタントスコアラー】 
規則２５．２ 責務を十分理解し、自身の責務を遂行する。 

記録員と声を掛け合って、サーバーの番号や得点を確認し合う。 

 

（１）ラリー終了後すぐに、次のサーバーの番号（ナンバーパドル）１または２の数字を

示す。誤りがあれば、ブザーまたは口頭で直ちに主審と副審に通知する。 

（２）スコアラーズテーブル上のスコアボードを使用して、得点掲示をする。 

（３）スコアボードの得点が正しいか確認する。 

（４）テクニカルタイムアウトの開始と終了を通告する。 

   １分をオーバーしないようにする。 

（５）予備の公式記録用紙を準備し、必要があれば記録員に渡す。 

 

【ラインジャッジ】 
 ラインジャッジが２人の場合は、主審と副審の右側コーナーから、１m 程度離れた対角

線の位置に立つ。それぞれ自分側のエンドラインとサイドラインの両方をコントロールす

る。ラインジャッジが４人の場合は、自分が担当するラインの想像延長線上で、コートの

それぞれのコーナーから２m程度離れてフリーゾーン内に立つ。 

 

（１）担当するラインの判定を確実に行う。自身側チームのブロックにおけるボールコン

タクト（自身側チームサイドにボールが入る場合）は、確実に見えた場合に限りラ

リー中も主審が確認できるように（２秒程度）フラッグシグナルを示す。 

（２）アンテナに関わる判定方法やボールを取り戻す場合の判定方法を確認し、試合に臨

む。 

（３）選手がアンテナに触れた場合、フラッグを振りその選手を指す。 

（４）ラリー終了時に担当ラインのゆがみや砂の凹凸を監視し必要に応じて砂をならす。 

（５）選手の要求により必要に応じて所持しているサングラスを拭くためのタオルを選手

に渡す。 

 


